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２ 農林統計に用いる地域区分

(1) 農業地域類型について

農林統計に用いる地域区分のうち、農業地域類型については、平成19年７月18日に一部

改正を行い、新市町村単位の設定を取りやめ、平成20年６月16日に地域の特性に即して的

確に表章するものとして改正した。

ア 農業地域類型の設定

我が国の市町村においては、土地利用態様により宅地率の高い地域、耕地率の高い

地域、林野率の高い地域等に類型化することができ、それぞれの地域が互いに関連し

ながら、固有の基礎的地域特性を有しているものと考えられる。

この特性を統計分析、農政の推進のための基礎資料として活用するため、旧市区町

村ごとに次に掲げるところにより、農業地域類型を設定することとした。

①地域農業構造を規定する基盤的条件の等質性に基づいた区分を第１次分類とした。

②各基本類型地域に形成される農業経営の基盤的条件の差異を示す区分を第２次分

類とした。

イ 農業地域類型区分

上記の考え方に基づいて、次ページのとおり「農業地域類型」を設定するとともに、

基準指標により旧市区町村ごとに分類した。

ウ 旧市区町村の類型化の見直し

農業地域類型の基準指標に基づく旧市区町村の類型化は、基準指標として採用した

統計の最新データにより検証し、おおむね５年ごとに必要な見直しを行っている。

エ 留意事項

この農業地域類型は、あくまでも地域農業構造の特性を把握するための統計上の地

域区分である。

したがって、この区分の如何が制度上や施策上の取扱いにストレートに結びつくも

のではない。


